
成長分野等における中核的専門人材養成の戦略的推進  
（前年度予算額： 479百万円） 
25年度予算額： 1,103百万円  

         産業・社会構造の変化やグローバル化等が進む中で、かつてない空洞化の危機を克服するとともに、国際競争力の強化や 

       地域活性化など我が国経済社会の一層の発展を期すためには、 経済再生の先導役となる産業分野等の雇用拡大や人材移動 

       を円滑に進めるとともに、個人の可能性が最大限発揮され、日本再生・地域再生を実現する人材の育成が必要不可欠。 

背景 

 

 
  
 
 
 
 

 成長分野等において中核的役割を果たす専門人材養成の取組を先導する産学官コンソーシアムを組織化し、 

 大学,短期大学,高等専門学校,専修学校,高等学校等と産業界・関係団体等との連携強化により、社会人、 

 学生・生徒の就労やキャリアアップに必要な実践的知識・技能・技術等を身につけるための学習システムを構築 

  ➤ 大学・短期大学・高等専門学校・専修学校・高等学校等 

  それぞれの特性や強みを活かした取組を実施 
 ○ 就労や技能修得等のためのモデル・カリキュラム基準や達成度評価の 
    実証・開発（「学習ユニット積み上げ方式」等） 
 ○ 業界団体・企業等が参画する第３者による専門的・実践的な評価の 
    手法等について実証(単位認定・履修証明制度・ジョブカードとの連携) 
 ○ 海外の職業教育機関・企業等との共同プログラムの実施による 

    グローバル専門人材育成 

 ○ 高校や高等専修学校と大学・短大・高等専門学校・専門学校等との 

    連携による職業実践的なプログラム開発  等 

■  各分野における職域プロジェクトの実証 

 ➤ 今後の課題・方向性等のとりまとめ、学習システム構築  

  のためのプロジェクト等を評価 

   ○  先導的な産学官連携体制の整備 

  ○  専門的・実践的な職業教育の質の向上・保証に関する課題・方向性を 

     とりまとめ 

  ○  社会人等の実践的な職業能力を育成する効果的な学習システムの評価 

  ○  実践的な職業教育の国際的な通用性を確保するための質保証の推進 

■  産学官コンソーシアムによる連携の強化 成長戦略を推進する産学官コンソーシアムを形成 

産学官 

ｺﾝｿｰｼｱﾑ 

職業訓練 

施設 

大学・短大・高専 

専門学校・高校 

高等専修学校など 

教育機関 

業界団体 

・企業等 

行政機関等 

・環境・ｴﾈﾙｷﾞｰ 

 （建築・土木・再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ･ｽﾏｰﾄｸﾞﾘｯﾄﾞ等）      

・医療・福祉・健康 

 （介護・看護・子育て・栄養・ﾍﾙｽｹｱ・医療機器・ﾊﾞｲｵ等） 
・食・農林水産  
（6次産業化･ﾌｰﾄﾞﾋﾞｼﾞﾈｽ・水産･畜産･林業等）  

・ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ （クールジャパン（ﾃﾞｻﾞｲﾝ・ﾌｧｯｼｮﾝ・ｱﾆﾒ 
 ・理美容等）の国際展開）  

・観光 （ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ・ﾆｭｰﾂｰﾘｽﾞﾑ等） 
・ＩＴ （ｸﾗｳﾄﾞ･ｹﾞｰﾑ・CG・自動車組込み等） 

・社会基盤 （ｲﾝﾌﾗ再生・ｲﾝﾌﾗｼｽﾃﾑの輸出等） 
・中小企業の経営基盤強化 
 （経理財務・法務の強化・ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化対応等） 

・工業 （冶金・金型・精密機械工業） 
・ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ専門人材育成 
 （国際的な質保証を伴う仕組みの構築）    等 

■企業人や離職者等の学び直し機会の充実 
■人材不足の業種や新たな付加価値を必要と 
 する産業等の専門人材養成の強化 



平成25年度成長分野等における中核的専門人材養成の戦略的推進体制（案） 

■ 産学官コンソーシアム実施体制（１９分野） 
 ・産学官コンソーシアムは、当該成長分野の推進機関として中核的専門人材養成に関する取組を行うもの（県域を越えた大学、短期大学、専修学校、 

   高専、高校等の連携による職業教育の仕組みづくり等の活動をするなど、広域的な組織とする） 
■ 各分野、職域ごとのプロジェクトによる実証 

■ 各成長分野における取組を先導する産学官コンソーシアムを組織化し、中核的専門人材養成のための新たな学習システムの 

 基盤のあり方について検討、推進する体制として、①企画推進委員会、②各分野の産学官コンソーシアムを設置 

文部科学省 連携 

委託 

   

 

 ■ 成長分野等における中核的専門人材養成に関する課題・方向性のとりまとめ、 

   委託テーマの設定、事業審査、フォローアップ、事業成果の評価等を実施 

 ■ 教育関係者、産業界、労働界、有識者等により構成 

   座長：樋口慶応大教授、副座長：今野政研大学長特別補佐 計１５名  

 

 

 ■ グローバルや就職支援、評価体制など分野横断的な共通課題・方向性の検討 

   等を実施 

企画推進委員会 

横断的課題への対応WG 

平成25年度 各分野の産学官コンソーシアム（19分野） 
各分野で必要とされる人材像や知識・技術・技能体系の明確化、モデル・カリキュラム基準の策定、達成度評価・第３者評価の仕組み等を具体的に提示 

環境・ 

   ｴﾈﾙｷﾞｰ 

・建築・土木 

・電気・電子 

・情報・通信 

・電気自動車等 

農業 

・6次産業化 

   ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ 

・ｱｸﾞﾘﾋﾞｼﾞﾈｽ 

・ﾌｰﾄﾞﾋﾞｼﾞﾈｽ 等 

林業 

・森林経営 

        等 

水産 

・養殖環境改善 

・流通・経営 

・水産資源保護 

        等 

畜産 

・畜産経営 

・品質管理 

・獣医学 

・動物看護  等 

健康 

・ﾄﾚｰﾅｰ 

・ｽﾎﾟｰﾂ医療 

・障害者ｽﾎﾟｰﾂ 

        等 

介護・看護 

・介護 

・看護 

・子育て 

        等 

食・栄養 

・ﾍﾙｽｹｱ 

・栄養 

        等 

 

医療機器・ 

   ロボット 

・医療機器 

・ロボット 

        等 

ﾌｧｯｼｮﾝ 

・ｸﾘｴｰｼｮﾝ 

・ﾌｧｯｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽ 

・ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ 

   ﾋﾞｼﾞﾈｽ 等 

理美容 

・ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ 

 ・ｷｬﾘｱﾌﾚｰﾑ 

     ﾜｰｸ 等 

ｱﾆﾒ・漫画 

・漫画人材 

・ｱﾆﾒ人材 

        等 

観光 

・ﾌﾟﾗﾝﾅｰ 

・ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ 
・ﾆｭｰﾂｰﾘｽﾞﾑ 

        等 

ＩＴ 

・ｸﾗｳﾄﾞ 
・ｹﾞｰﾑ・CG 

・携帯・ｽﾏﾎ 

・自動車組込等 

社会基盤 

・次世代ｲﾝﾌﾗ 

・ﾊﾟｯｹｰｼﾞｲﾝﾌﾗ 

・建設IT技術 

・長寿命化  等 
 

経営基盤強化 

・税務・税法 

・国際会計基準 

・マネジメント 

        等 

工業 

・冶金 

・金型 

・精密機械工業 

        等 
 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ 

・国際的な質保 

 証を伴う仕組 

 み 

        等 
 

        産学官連携「実践的職業教育」    （別紙参照） 

・高校・高等専修学校と高等教育機関との連携による実践的職業教育 

食・農林水産 医療・福祉・健康 

クリエイティブ 

★ ★ ★ ★ 

★ 

★ 

★ 
★ 

★ 

★ 

★ 

★：平成２５年度新規分野等 



成長分野等における産学官連携「実践的職業教育」支援 （新規） 

 高等学校・高等専修学校（後期中等教育）と高等教育機関が連携し、生徒が将来手に職をつけていきたいと思うような体験型
教育「実践的な職業教育アドバンスド・コース」の開発など先進的なカリキュラム開発等を支援。コンソーシアムは、教育活動の全
体を通じた体系的な実践的職業教育システムを構築し、学校が必要な実践的メニューを選択できるようコーディネート機能を担う 

自己理解 キャリア教育支援 

◆後期中等教育から高等教育への円滑な接続による実践的職業教育の展開を通じ、生徒の学校から職業への移行を推進 

職業適性診断 

[民間・公的機関等] 

 職業適性診断ﾃｽﾄ開発 

 職業ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 

キャリア教育 

各種講座の開催 

キャリア教育・職業科目の 

        履修機会の確保  

専門人材による助言 

就業体験活動 

第一線の職業人との交流 

キャリア開発講座 

労働法制等講座 

就職支援の仕組み 

実践的職業教育 

 専修学校・高専・大学での職業教育 

 実践的職業教育授業 
 （介護、医療、子育て・農業、食、自動車、観光分野等） 

企業・福祉施設等と協同でカリキュラム開発 

企業提案型の授業プロジェクト（商品開発等） 

 地元中小企業等による実習・実技への協
力等 （学校とのルール、計画、マッチングまで） 

 産学官協同によるプログラム開発 

＜高校・高等専修学校生向けアドバンススクール＞ 

進路・就活支援 

 進路・就職支援 

 就職活動支援 

 合同 就職面接指導 

 就職情報ｻｰﾋﾞｽの活用 

 副教材の提供 

[企業等] 

《 分野例  》 

高等学校・高等専修学校 
生徒ニーズに応じたメニュー選択 

 ○○コンソーシアム 
実践的職業教育チャレンジプロジェクト 

学校関係者 

産業界関係者 

行政 

有識者 

ハローワーク 

NPO法人 等 

大学・短大・高専 

専門学校 
授業実施 

中小企業・経済団体・ 
福祉施設・業界団体 等 

実習・実技への協力等 

コンソーシアム（イメージ） 

各学校のマネジメントにより、生徒のニーズ・状況に応じた実践的なカリキュラムのメニューの選択・組み合わせて提示 

・環境・エネルギー分野 

 （建築・土木・再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ･ｽﾏｰﾄｸﾞﾘｯﾄﾞ･電気自動車・ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄ車ﾞ等）  

・医療・福祉・健康分野（介護・看護・子育て・栄養・ﾍﾙｽｹｱ等） 
・食・農林漁業分野（六次産業化・フードビジネス等） 
・クリエイティブ分野（アニメ・マンガ・デザイン・ファッション等） 
・ＩＴ分野（クラウド、ゲーム・ＣＧ、自動車組み込み等） 
・観光分野（ﾌﾟﾗﾝﾅｰ・ﾎﾃﾙ・運輸等） 
・社会基盤（インフラ再生・防災等）  など            

教育活動の全体を通じた体系的・系統的な職業教育の実施 

実践的職業教育連携 

コーディネーター 

 実践的なカリキュラムを開発す
るための 

● ニーズ、提供メニューの把握 

●情報集約・共有・提供、マッチ
ング、 

  調整 

 

キャリア教育：一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる 

         能力や態度を育てることを通して、キャリア発達を促す教育 

職業教育   ：一定又は特定の職業に従事するために必要な知識、技能、 

         能力や態度を育てる教育 （今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の 

在り方について（H23.1.31中教審答申）より） 


